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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成21年9月24日(2009.9.24)
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【手続補正書】
【提出日】平成21年8月6日(2009.8.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　抗体の製造に有用なラット骨髄腫細胞株ＹＢ２／０（ＡＴＣＣ　１６６２）由来の単離
された細胞株であって、ＹＢ２／０（ＡＴＣＣ　１６６２）を使用して製造されるポリペ
プチドに比較して有意に低下されたフコース含量を有することを特徴とするグリコシル化
ポリペプチドを産生する、上記細胞株。
【請求項２】
　細胞株が、動物タンパク質を含まない培地、ＣＤ－Ｈｙｂｒｉｄｏｍａ（ＣＤ－Ｈｙｂ
）中で増殖するようにラットハイブリドーマ細胞株ＹＢ２／０（Ｃ１０８３Ａ）を適応さ
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せることにより該細胞株から発生され、そしてＣ１０８３Ｂと称される、請求項１に記載
の細胞株。
【請求項３】
　細胞株が、高トランスフェクション効率、短い平均倍加時間、およびＣＤ－Ｈｙｂ中で
高細胞密度に達する能力の最低１つに基づき選択されるＣ１０８３Ｂのサブクローンであ
り、かつ、該細胞株がＣ１０８３Ｅと称される、請求項１に記載の細胞株。
【請求項４】
　ｆｕｔ８　ｍＲＮＡレベルが野生型ＹＢ２／０細胞株のレベルより低い、請求項１に記
載の細胞株。
【請求項５】
　細胞株がレクチンに対する耐性について選択される、請求項１に記載の細胞株。
【請求項６】
　細胞株のグリコシル化ペプチドが、野生型骨髄腫細胞株およびＣＨＯ細胞株により産生
されるペプチドに比較して実質的に低下されたフコース含量を有する、請求項２に記載の
細胞株。
【請求項７】
　分子が、優先的にフコシル化されないＮ結合オリゴ糖基を有することを特徴とする、請
求項１～６のいずれかに記載のトランスフェクトした宿主細胞株により産生される抗体。
【請求項８】
　抗体が、野生型ＹＢ２／０細胞株で産生された抗組織因子抗体に比較して増大されたＡ
ＤＣＣ活性を有する、請求項７に記載の抗体。
【請求項９】
　製薬学的に許容できる担体と組合さった請求項７に記載の抗体を含んでなる生物製薬学
的組成物。
【請求項１０】
　請求項１に記載の細胞株に、抗体をコードするポリヌクレオチド配列をトランスフェク
トすること；および
該抗体を検出可能若しくは回収可能な量で発現すること
を含んでなる、抗体の製造方法。
【請求項１１】
　ポリヌクレオチド配列によりコードされる抗体がヒト抗体である、請求項１０に記載の
抗体の製造方法。
【請求項１２】
　ポリヌクレオチド配列によりコードされる抗体がヒト化抗体である、請求項１０に記載
の抗体の製造方法。
【請求項１３】
　ポリヌクレオチド配列によりコードされる抗体が、細胞の表面に結合されうるヒトポリ
ペプチドの一領域に結合する、請求項１１若しくは１２に記載の抗体の製造方法。
【請求項１４】
　ポリヌクレオチド配列によりコードされる回収された抗体が、優先的にフコシル化され
ないＮ結合オリゴ糖基を有することを特徴とする、請求項１０に記載の方法により製造さ
れた抗体。
【請求項１５】
　配列番号９のＬ鎖アミノ酸配列および配列番号８のＨ鎖アミノ酸配列を含んでなる、請
求項１０に記載の方法により製造された抗体。
【請求項１６】
　配列番号１１のＬ鎖可変領域アミノ酸配列および配列番号１０のＨ鎖可変領域アミノ酸
配列を含んでなる、請求項１０に記載の方法により製造された抗体。
【請求項１７】
　請求項１４～１６のいずれかに記載の抗体を有効成分として含んでなる、疾患若しくは
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状態の処置用製薬学的製剤。
【請求項１８】
　疾患若しくは状態が、該抗体が結合することが可能であるポリペプチドを表示する細胞
の破壊が望ましい腫瘍性疾患若しくは免疫媒介性障害である、請求項１７に記載の製薬学
的製剤。
【請求項１９】
　抗体が結合することが可能であるポリペプチドが、ヒト組織因子若しくはヒトＴＮＦα
である、請求項１８に記載の製薬学的製剤。
【請求項２０】
　疾患若しくは状態が、関節リウマチ、黄斑変性、乾癬および糖尿病性網膜症よりなる群
から選択される異常な血管新生を特徴とする、請求項１８に記載の製薬学的製剤。
【請求項２１】
　疾患若しくは状態が、前記細胞からの前記ポリペプチドの遊離を特徴とする、請求項１
９に記載の製薬学的製剤。
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